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福岡市若年層方言の

デハナイ (カ)相当形式に見られるんゐ言接触

平塚雄亮

1.はじめに

--;);) 

本稿では，福岡rU若午)西方言の標本語のテゃハナイ(カ)に桐当する形式

を刈象に，そこに兄られる方言長触について自然談話資料を用いて論じる J

具体的には，デハナイ(カ)がカバーする用i去を担う標準語版ジャナイ1)

制|吋市}j百7f[ヤナイ"に加え，伝統}j百では聞かれなかった新形式ヤン3)

さらに束京方百形ジャンを分析対象とし，それぞれの変位が織りなす複雑

な接触方言体系について論じる仁これまでの福|吋市方言を対象とした研究

では，以上のような形式が使用されるようになっているという事4支は報告

されていても.それぞれの形式がどういった用法をカバー Lているかと

いったところまで踏み込んだものは見叶たらない。本稿のようにデハナイ

(カ)相当形式のパリアントがいったいどういった凶法をj1jっているのか

に注Hすることで，接触した変種どうしの十日瓦的な作用，つまり，接触方

弓の形成という観点から弓語変化を観祭することができると思われる。

以下，まず 2節で調査概要について述べるυ:仏、で 3節で分析の枠組み

について述べたうえで 4節で具体的な分析に入るコ 5節でまとめと今後

の課題について述べる口
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2 調査概要

本稿では，できるだけ実際の言諸使用状況を写し取ることを H自Jとして

いるため，アンケートなどでの使用志識を問うものではなく，筆者の収集

した自然談話資料(以下「談話J) を用いて分析をf丁うことにする U 以下

にその概要を述べるじ

談話はインフォーマント 17名(男性 8名，女性 9名)による 9木である

(衣 1参照)仁基本的には親しい[，'jftのベア(2名)での談話であるが，

0701Mの談話のみ男性 3名によるものである。また， FUY は0801Mと

0803Mの2つの談話に， YON は0801Fと0806Fの2つの談話に参加して

いる。 談話収録時にはインフォーマント全員が福岡市に居住しており，実

家も悩同市にあることを保認しているc 高木 (2006)が述べるように，イ

ンフォーマン↑の出住歴，言論的背長については「多候性」こそが現在の

大都市方言の特徴であると考えたため，インフォーマントは生え抜きだけ

に限定しているというわけではなく，居住暦はさまさまであるコつまり 9

，j，稿では福岡 IIjに屑{干する者年回ネイテイブ・ノンネイテイブが使用して

いる混さり合ったh百体系を「福岡市若年層h百」としているつ談話に参

加したインフォーマントのうち，百品形成期を祈 t~j市以外で過ごしたのは

0701Mの TEK (主に熊本県熊本市)， 0802Fの TJ¥K (長崎県島原市)， 

0805FのFUH (神奈川県)， 0901MのKU.v1(東京都青梅，[j)であるが，

本稿で分析するデハナイ(カ)相当形式の使用について言えば，これらす

べてのインフォーマントは生え抜きのインフォーマントと比べて特に違い

は見られなかったっ既に1該h百を習得済みであると思われるつなお，談

話収録中は筆者は[ITj席していない。すべての談話のうち本稿で分析対象と

した部分の合計時間は， 日時間 8分38秒である



判附 Ilf{'，ヰ活h弓σ)デノゾJーイ カ1羽:.'1i形パに礼りれるむ言接触 57 

表 1 談話情報とインフォーマントの属性

HIH 護193運6(2君:歳主j か 福岡県福司市

08 程崎県福南市

S八κ 193612C歳j
2--1C 宮崎県宮崎市

10-13鹿児島英姶良郡

n 摂障理倶稿司市
4'骨2G利0701 M 

O-E 熊ノム県標本ili
7-8 f票日高l号福司市

TEK 目的はC常:
5 114 鹿熊担本児問興倶鳥熊栢高本鹿明児市市島市11-1 
15 

Q-1 ニ重県四日 j-r-il--r-i
ウ之-3 東京都

3-18 福両県福日司市

0801 M 
HAS 1982 (25歳) 18--20東京都府中市

43升28紗
2C--21イギ jス
22-23東京都国分 5市

トO f福干長票喜崎日両「高耳l県県l号宅福島福冨原司司南市市市市FU 1182は5緩
ON 1982(25歳:

0802F 
TAK 19乃は8歳1 019 18 42分47秒

FU lヨt:Ll~~!)F官 穏雨明一千百司市

Ch3 3 長標千程崎議同両県県県県指丙指河1南1市市市
Oo03M 

MAG 1982(お古l 6-18 3'舟21秒
18-2 
23 

OS04F 
INM lヨt:Ll~~!)F官 穏雨明一千百司市

52分35秒
YON 1982は5歳 C 

η18 福再現福司巾

HAW 1983は5歳1
18-22大阪府箕覇市

22-23臨!J[:品呈熊毛郡

24 福岡県信珂市

:J805F 

0 5 44 神福埼樗不幸奈奈三I両地川川県県県福和福県書横幸河光言司混野市1市r-i 市市

38骨34秒
5--15 

FUH 1982 (25揖/ 15--2 
24-2 
24 

0806F 
GOA 1982は5歳)

711C一1医謬寄同親県麗私削害告事1 

49うま49秒
YON 1982 (25歳:

0901 M 
KUtvl 1987問歳1

4フ分32l乱

MAR 1986 (22爾
FUN 1986は2続)

Q902F 
HAN 1985(2;討貴/ 1--2 。福標埼玉岡同県県県信指珂河市市

2今昔 5fj;

*談話 IDの初めの 2桁の数字はμE諒年(f)"tl: 07 --"2007年)べ

次の?桁は収録年の遣し番号 替号の後のM(;l:~性， Fは女性在表すο
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3 分析の枠組み

ここでは，デハナイ(カ)相当形式の分析に用いた枠組みについて述べ

る 本稿ではデハナイ(カ)を分析する際の枠組みとして，基本的には田

野村(1988)の分類を採用するc 田野村 (1988) はデハナイ(カ)の用法

を3つに分け，それぞれデハナイ(カ) I類・ E類・ III類とラベリングし

ており，それぞれ次のようなものであるつ

(1)デハナイ(カ) I熱 発見した事態を驚きなどの感情を込めて衣

現した iにある事例を認識するように相子に求めたりするものc

再定辞ナイを合むとはいえ，前にくる表現の内科が再定されてい

るわけではないコ用言・体言11を問わず接続する。

ょう，山同ジャナイ(カ)c 

何をする，危ないジャナイ(カ)。

自分から言い川したんンヤナイ(カ)ι

(2)デハナイ(カ) 11類 推定を表現する。この場合も，話し子は前

の表現の内主主をず7定してはおらず，むしろそれを認める方に傾い

ているc 川百に接続するときには必ず準体同U~~J を安するが，体百

に接続する場合には準体助副を省略することができるつ

(ィ、審なようすから)どうもあの男犯人(ナン)ジャナイ(カ)? 

(空模様を凡て)このようすだと印l日は雨(ナン)ジャナイ(カ)? 

(3) デハナイ(カ)田類:ナイが再定貯の性格を発揮する。体言のみ

に接続する。

( 1は素数ではないことを教えられて)そうかは素数ジャ

ナイ(カ)。

(1ガ素数デナイト若ハ弓ウガ得心デキナイ)本当に 1は素数

ジャナイ(カ?
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以[ーのような 3分類に加えて，木射では高木 12110めのようにデハナイ〈カ)

に I"J志望Z求」という4JiLを設JTる本稿で出いるH芯安求という出必は，

本本的;こは安達([99引のIH"' る r-I;Tl:~:安求茸Ij的合定疑問文 l や， i~.I~'、 (2UU日

; 20(9)可平塚・原田 1200d) 平家 (2ω引の用， 'る「同志要求」と共治

しているが， 4私では以下のよ弓に;ζ:詫寸る J

は)荷主要求:~ó し子と問さ二子がある ii 躍について対等の情報室を弓

つことができる状態であることを疏援に，話 L子と"'Jじ判断を形

戎Lているよどを聞き干に問いかけるへ 14';:)のみに按iiするへ

輪車に廃ることぐらい，筒申ジヤナイ(カ)つ

這;と dλ~J ゃっifりiiiJ:ジ γナイ(カ)

用意要求は述誌の汗定形式を利用して用いられるため?この用法によヲいて

デハナイ(カ) t.主体円にしか接続できないf 述品がjjd円の場台には，

(i))、二の問題の答え主わサイ(カ"

この部屋，ちぶっと"tクナイ(カ) つ

のように表わされ.デハナイ{カ)が月j~、られることはない勺

ノド秘で分析の対象とするジャナイ。ヤナイ・ヤン。ジャンが持つ用法

以トのように性理される 実際に似同市右口でその)lJiょを持っかどう

かは不明であるが，ジ，.〆のI1コ1土はィ'k1L(2001 ')を参寄lごしたハ

表 2 デハナイ{カ)相当形式の用法

同思要求

ジャナ f Lノ

ヤナイ

ヤン

キハはその，ljo誌カJ あることを， はないこと多示す。



品，J

( 7)今11は晴れると恩ヮたのに，附 1ジヤヴイ/ヤサイ ヤン/ジャ

ン; 1 Il'ill 

{日)ひ Jっとしたら，この男が犯人{ジャナイ/ヤナイ/ホヤン

ジャン ? [ 11玄1]

(9)これは荘、の傘 iジャナイ ヤナイ/^ヤン ￥ジャンし [ JJ'fE] 

(1料 輸lfi:こ来るぐらい?簡単(シャすイ/ヤすイ/本ヤン/場ジャ

シI? 116J告嬰求1

4調デハナイ(カ)相当形式の使用実態

Hi内ごは， 3員Il'C'ITJ;，ょを鞍I甲したデハ十ノ(カこ担当する形式ヤナイ・

ヤン・ンヤンが，実際lこはどのように使用されているのかについての分析

を行う〉ますd， 1郊で談話における各11三式の!lH9U数と !lW、について体認L

たうえで， 4，2" 4日節ではそれぞれの111伏ごとに;0-祭を加えていく。最後

に，1.61~íjで，デハナ í カ)に相当する件形式の使用の実態についてまと

ぬる p

4.1.各形式の用例数と用法

談話lご現れたデハサイ(カ〕相当形式は全部で476例であった、存形式

の用例数1;1" Jょ~I' の友 3 0)通りである

表3 各形式の用例数

夫 3をよ乙るf1lり向標準語形ルであるジャナイや，新形式ヤンがli立って多く

ft用されていることが分かるc 伝統方言;存であるヤナイの使用はジ吋ナイ
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にlt.えるとあまり多くなし込こと，東京}j百形のジャンがわずかながら使IIJ

されていることも指摘できょっ f でiLそれぞれの形λが担っている凶法

はいったいどろいったものなのであろうかl 談話に現れた拝形式のJil訟を，

衣 1こして示すu

表4 各形式(J)用法別の用偶数

表4を見ると時 :1郊で述べたようなすべての用法をカパーするンマすイと

ヤナイが，実際には)IJ法ごとの)IJ例数に偏りがあることがうよかる f 以れ

それぞれの別法ごとに形ょの使われ1]を百干しくみて v￥くこと lイーるつ

4.2圃デハナイ(カ) 1類について

まず，デハナイ(カ11類について見ることにする。この用法では町新

形式ヤンが223f吋と 他の形式;こ比へ圧倒的に多く使!IJされていることが

分かるCif!例中の ?ーはト昇イン干ネーシヨ〆であることを M すし

(11) IN，，[・力任せにいろんなことをやろうとする人おるヤンつ

[08φlFl 

(12) !lAW 福岡に-9'っとおるのもつまらんヤン?

(13) YON :殉 }jとも素片 L>"， 寸先ご立になるわけヤン P

[0おu5F]

[080抗FI

1むの形式;の !W列 lニ↓{を I'，J けてなると，ジャすノが 5 制Uf~!1Jされているか‘

(14 のように j管f十の中で使則されたものであったr

(W HlH :いいジャナイゼづか、 [0701¥1] 

伐りの t例は (5)のように第 者(年長者)の発話#引用したものであっ
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たため，インフォーマント白身が使川したと百えるものではないc

(1:5) GOA Cそうって百ってるジャナイですかCJ みたいなの

または6)に示すヤナイ 1例についても，第三者(年長者)のう色訴のづ|用

であった。

(16) TNM Cおまえは立派な働き盛りのサラリーマンヤナイかι」つ

て言われてじ [0804F] 

このように，デハナイ(カ) I如、におけるジャナイとヤナイの使川につい

ては例外自Jであったと百える。

この用法においてわずかながら用例が見られた束京方弓形ジャン11例に

閃Lては，

(17) TON: Cどうせ彼氏と喧時Lかしてねージャン。」つつってコ

[0自021']

のように他者の琵話を引則したものが 1例あったものの，残りの10例はイ

ンフォーマント白身の発話の中での使用であったc 既に 2節で述べたよう

に，インブ才一マントの巾には言語形成期を東京で過ごした KUM，神奈

川で過ごした FUIIや，#京での居住歴を持つ IIAS，千葉での居住歴を

持つ MAGなども含まれている。しかLながらジャンの使111はこれらのイ

ンフォーマントだけに見られたものではなく，祈|品i市主主え抹きの YON，

GOJ¥， エ!J¥Rにも見られている。

(18) YON なん培、あるジャンつ

(19) GOA :私の，ほら，携帯ってき，見えるジャン?

[0801F] 

[0806F] 

(20) MAR 責任ジャンじ [0901:¥1] 

特に (21)などは什定辞ンが111いられた動詞述語と共起しており，伝統h

百との混交の凶例も見られている。

(21) GOA :いらんジャン? [0806F] 

デハナイ(カ) T類においてジャナイとヤナイがほとんど使用されていな
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いことを宰えると，談話の中に伊白書きされた川院としては数が少なし込ものの，

決して主義慌できる数ではないため. ここに束J~(方汁形が進 /P1 L始めている

のではないかといろこどを感とさ刊一るものである q

4.3圃 デハナイ (カ) E類について

続いて? ヂノ、すイ (カ) ][類についての考祭をわう。 この用法によヲいて

東J;しら口片手ジャンのi吏Jijは見られず， ジ号ナイ沖な3例S) ヤナイがι1

f刊G;見られたcここで，"Cれぞれの;liJ援要みの違いに焦点を当ででみる k，

実は規員1)切にジセナイとヤナイが使v、分けられていることが分かる 以

下， Jfj口にJE絞するときと体口にJE絞するときに分けて説明を加える〈

4.3.1.用言に接続する場合

まず， ジ νナイ ヤすイがI1コ百lこ接続する湯合について 'J、したのが衣 3

であるリ

表5 用言に接続するときのジャナイ/ヤナイの用例数

言{ン崩言+ト

ジャナイ↓ 16 0 
ヤナイ 4 48 

20 48 

表 5 から刊j らかな 4 うに，月j 口とジャナイ/ヤナイの問に介する年体均~~iJ

が標準認形の /7;の場合にはジャナイ引が， 方言形のトの場合にはヤナイ

が， というように純しづ〉げられている 7最初が見られるに前者のfyOを (22) 

124入 f金主のf刊を (25) (27: として小すロ

(22) HIIl:選べるンジ vγ ナイと"

(23i lN¥[ : 1 fTの採れがたまったンジヤナイかなと

(21) Fl;"し aいンジャナイ?

[0701:¥11 

[0801F] 

[09U2F] 



61 

(25、1、EK も弓いし、/ヂャサイフ 1

1

 

M

伊

川
引
ぬ

7

}

 

}

ハ

リ

(

[

 

[
 

(:?6) INM 最低三 ;1はおるッチヤナイかなf

(27) H，¥i¥ . .vうでもいいッチヤヲイかなどか思ってきてきー J

[0902F] 

これは 探準語I1三には智:準語形を，方ロ形には方ロ形をというふうに，い

わ l工後続のしむの持j牲のよ弓なものがイ!Uしていることに起罰する」見象で

あろう またトヤナイ は， すべてツザャナイという百戸[]当に融台した)f~で

しか羽れなかったこどから，トとヤナイの形態09な結ぴつきが!Jtr:いことが，

咋体江主詞が 7、のときにはヤザイが巡択される最んの要因になっていると弓

えようっなお， ilJdc-ンの場合にヤナイがIn，、られたのは 1例のみごあっ

た。 (2品}として用例を挙げておく〕

(2岳l'亡Il桁介とかも Lてくれるンヤナイかね P [08051'] 

4.3.2.体言に接続する場合

T;. 前提言E素が体口の場合についても， ホ体;劫主お:而訓"副lを介1るf劫劫合にlはrよ工L〆月Ij

言にf伎女絞する f場易f什子と同じことが言えそ弓である O 沼岡市計年!~方言におし a

ては，準体助かjトにfも汁が接続することが可能であるため(紳内・枠内

[矧!)，陣 l人~~O()6 ， n;i出Z007など)， ({'1"干ヲムト+ジャナイ/ヤナイ〉の上う

な衣現も "J能である( しかLながら，談請においては沼例が凡られなかっ

た

表 5 体言に接続するときのジャナイ/ヤナイの用例数

比一層
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(29) TAK :みたいな感じナンジャナイの?

(30) YON :口山ナンジャナイつ

[ 0701:'v1] 

[0804F] 

(31) INM なんか訳ありナンジベナイかとか思ってしまわんつ

[0801F] 

(32) FUH 言いたいだけナンジャナイのつ [0805F] 

用例数が4仰lと極端に少ないのではっきりしたことは言えないかもしれな

いが，ここでも川百の場合と|吋厳に，準体即~~~Jが標準語7f[のンであるため

ジャナイのみが則いられているという実態が垣間見えそうであるc

なお，前接要素が体弓の場合で，本体助詞を介さない場合については，

ジャナイは13例，ヤナイは18例であり，ここでは特にジャナイとヤナイの

使い分けに関わるような要因が考えられなかった9)じ前者のjý~ を (33) ~ 

(35) ，後者の例を (36)~ (38) としてノJ付。

(33) SAK あれジャナイとつ [070s1] 

(34) HIH :キャプテンジャナイ? [0701:¥1] 

(35) FUY 鮫子ジャナイ P [0803¥1] 

(36) YON :買い替えどきヤナイ? [0806F] 

(37) MAR・4番候補ヤナイと? [ 0901:'v1] 

(38) KUM 野球しとうけんヤナイ P [ωOs1] 

4.3.ailで述べたように，用言に按続する場合には必ず準体助討を選択し

なければならないため，それに合わせて白動的に原市語形ジャナイか伝統

方言形ヤナイが選ばれることになる。 方，体言に直後十主絞する場合はそ

の制約がないため，ジャナイ/ヤナイは比較的自由に選択されるのであろ

う。この使い分けにとういった要|吋が働いているのか，今後データをI目や

したり，社会百諸学的な観点も考慮に人れたりするなどして注目していき

たい。
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4.4. デハナイ (カ)m類について

デハナイ (カ) 田知においては，標準説形であるジャナイ (108例)が

その用法をほぼ重Jb ~ して担っている。 この用法においてヤナ イ が使用 され

たのは. (39)のような 3例 しか見られなかった。

(39) TEK : 市ヤ ナカ ッ タら • q丁くかもしれんけど。

このようにヤナ イを{吏用したインフォ ーマントも，

(40) TEK :接王子とかジャナイけんね。

[070nl] 

[0701'>1] 

のように，ジャナイもIJJいている (4例見られたん このようにデハナイ(カ)

山類の用法においては.際司R語形ジャナイが使用されており ，伝統方弓形

ヤナイは使用されなくなっていると言える。関山若年);，l方言においてもデ

ハナイ (カ)皿類においてヤナイ の使用がほとんどなくなり， 主にジャナ

イがそれを担うようになっているという (高木2006)。 しかし制|制市若年

層方言においては.4.3節で述べたデハナイ (カ) s矧， 4..5節で述べるI.'J

窓要求においてはむしろヤナイが椛んに用いられている。デハナ イ (カ)

H類と同意要求がモダリティに関わる用法である一方、デハナイ (カ)皿

類は実際にはモダリティに関わらず命題に関わる用法であるため， 方言的

安素(ヤナイ)が消えやすく，標準語形に置き換わりやすいのかもしれない。

4.5.同意要求について

最後に.同意要求の用法 (21例)についてみるc この用法では‘ジャナ

イが5例，ヤナイが16例見られた。前者の例を (11)- (13).後者の例

を (44)- (46)として不すo

(41) SAK :だいたいみどりの 11ジャナイ 9いつつも。 (0701'>1] 

(42) TON 無駄ジャナイ? (0802F] 

(13) TAK 暇そうジャナイ P [080ZF] 

(11) SAK :名前負けしてそうヤナイ ? [070nl] 
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(45) [¥，.'1えR 年だけヤすイ ν

KUM:もっとできそうヤナイ?

[ (巾01'v1]

[0901:¥1] 

日本 ¥20()(i)にぷる(1:， laj窓安)j(I土述請の色、定形式を利用して表現される

ことから，際荷主;午持母方弓においては，否定(デハナイ(カ J 血類j にお

いて多niされる形式がICJJ:百旦ぷにおいても多数を占めるとされている刊に

この考えにしたがえば，沼周TiTJ.i年!百五言によヲいても同意要求の用法をf日

うのは， r1./j節でrわしたデハナ 1 iカ)亜勲(行定)のJ11 11、をほぼ独占L

ているジャサイである kいうこ kになるへしかしながら，合定のl↓li土を If-I 

めてし aるジャナイが5例に対 L，支際にはそれを担わないヤナイは16例見

られることから 高木 (2006) のdう4うな「汗定の刑法において多用さ

れる形式が用意要求によヲいても多数を占める J という考えは縞岡市計年回

ノら円においては勺てはまらないようである I司法認求の)11例が:少なかう

たl.l)ニとから，いったいと、ういった安附がジャすイ/ヤすイの使い分け

に拘わっているのかを分析するといった路みK:;んだ議論は非常に難しいu

今後而按剥査などでその'j~主主にアブ口ーナする必要がありそうである n

4.6.デハナイ(カ)相当形式の受容と棲み分け

、ニーこまで 4節で述べて7きたことをまとめると，談話から得られたデータ

をもこにしたデハナイ(カ 侶当の形式と用法の関係は，以下のようにJこ

される{形式が2つ，r:;ノレゼいるときは.たの形式の方が多用される)

表 7 デハナイ(カ)相当形式の複み分け

照法 野式

I捺 でン(ジャン)

準f本殿;;iii:ン ジャナイ

E短 準体目λ刊ト| ヤナイ

l準体I!i;，':や ヤト4 Jャイ

出類 行Vt'-r〆-:'

院煮要求 ヤイ ぺ.--Jイ



ι百

この去から，標準高形ジャナイに加え，伝統h百形ヤナイ，新形式ヤン，

そしてわずかながら束呆方百形ジャンが使則されるという体系の録中目をう

かがい知ることができる。言い換えると 1つの形式(ヤナイ)がすべて

の用訟を担っていた体系が，他変種からの形式を受存することで，多様な

形式(ジャナイ・ヤナイ・ヤン)を用いて用法の分担をf丁う分析的な休系

へと変化Lつつあるようであるじ本稿ではその出白について態度を保留し

たが，もしヤンが関西h百から受容されたものであるとしたら，福岡市若

年層方百は様苧品，束点方百，関丙方百を取り入れつつ，伝統方百形も平Ij

用した体系を成していることになる

5. まとめと今後の課題

本稿では白然談話資料をデータに，同野村(19自8) の分類をもとに悩岡

市若年層方言における標準高のデハナイ(カ)相当形式の使則実態につい

て論じた仁本稿で明らかになったことは，以下の点である。

(a) デハナイ(カ) 1類においては，新形式のヤンが使用される。た

だL.東京方言形のジャンもわずかながら使用されている。

(b)デハナイ(カ) II類においては，準体助討が標準高形のンならば

標準説形のジャナイが，伝統方百形のトならば伝統方百形のヤナ

イが選択される o 1;走者のパターンには. トヤナイがッチャナイと

いう融合した形式で使用されることが強く関わっている。ホ体助

調を介さない場合は，標準語形のジャナイと伝統方言形のヤナイ

の向点がイ史用される口

(c)デハナイ(カ) III数においては，標準語形のジャナイが使川され

るc

(d) 同志要求においては，標本語形のジャナイと伝統方言形のヤナイ

の向方が使用される J
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このように，木縞ではそれぞれの形式が担引IJj去について実態の解明を

ろことができたわけであるが.なぜその出法を担うようになコたのかにつ

いて寺えなければならないq 合b-ttーで.1Pl形式ヤンについても考える必安

がある J 以上を今後の諜目立とする。

〉主

1. )福岡 1[.:1百>f出方言ではジャサカ '1，イ十嵐ではヤす i(~いう谷正院が，"Bいら

れているが 1~続では若年自の IHいるジャァイ iil豆半詰からもたらされども

のであると寸る はジャ→ヤといっ変換規制陣内1り;)(ぬが働いたぷトヲ

ヤ→ジャどいろ巡方InJの作用が起こる〉は与えにくく 標準語かり取り入れ

七と考える方がr;扶であるからである

2)縞同市X;i:じl醤方言においてはヤナ J カ」のようにカが付加されるのはあ

まち 般的ではないため，分析。〉対集とするすべ亡の形式を「ヤサイ ，0)ぷ

うにカをイ'tlJllしない;r;で続 Lて表記「る}と iするただ L， ~+!. 1'，':j1r:屈

ではカのftわりにネがjJ力Eされヤアイスーのようになることがよくある 3

2; 坤内(19!)fiノ 村上 (2的];，粍村倒的出なとが悶西方ーから受科された

ものであるこ Y をJ話術 Lている ただL.-，炉心開花も河内方言d円 Fンζ 話JJ;

が 致 1ていることを根拠lこしずいるだけで，間的方同かり受持 Lたこ ν う

ことをJι川上した研究はない 陣内(":~)04 : 1 !:Hì引が結べるように !-~rJ0 な変化

によっ亡生じた可能れも浅されぐいるため 木f\'~'C'は出什については態戊を

保脅して五き。伝統右下ヲでは出いられていなかったことからや以仁ヤンを It:-
形式」として持うことに寸る 1

リ イI~をコっているんだ，会議は今 11 の午後からジャヲイ 1 力) のぷうにす

助詞などにデハ 7イ(カ)が接続tる喝行もあるが‘本稿では似宜的(動詞

片手将司品、外の要ぷや l 仏弓」とする

目)何も議増させない 7制 i?UH ジャナノかね? [08i)jFlJ， 'KU;v! シャ

'-1? [OfiOL¥fLJを含む

ら) j可も前J去三せない i例 'SAI、ャナ Jと， [(70)VI一世合九

7iこのよ主示にはられたように，偏向市)J言においてマ/という午件劫認が1主

わ札るようになりてきているようである

民)肘下干 l ンの叫が ーン γそナ fですか J U) ，;:ろな l'主体であるというわけ

ではなく :6例中lcfゴが普通体でなミ与されたち丹である「

。)安達 U~)問、の「枯報要主え」サ「枯千日記f馬込」とし!った t主いもジャヲイ/

ヤ7イ0)選引におわっていない仁うである
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10)両木 (2006)が示す 閑両方言町議話資料においては，否止 (デハナイ (カ)

同頒) の79.&パ}セ ントを j~ うジャナイが. 1;;)]世要求においても92.6パーセ

ントを内めることが示されている9 再起においてHU)パーセン トLか現れな

いチャウは，阿意安求においても7.4パーセJ トしか現れない。

11)デハナイ (カ)相当の形式を1，Ij印例生めた高木 (2001;)においても，同 u

~求。J用問jはわずか27例と数が世ない。

付記

本備は.2008年度に )(Wえ )(.γに挺 n'，した修 1 :1論Iの-~~に 修ïE .加筆したも

のである。調千平にご協}jいただいた方々に， 起して感謝申し lげるマ
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SUMMARY 

Dialecl Conlaci Observed in Fukuoka Dialeci or "oung Generaiion: 

"Thh a Special Focus on lhe Varianls or Dewαnαi(kαj 

Yusuke HIRATSUKA 

In standard japanese， a negation marker dl側側出 (/iα~) also functions as 

recognition， conjecture and agreement-seeking markers according to 

Tanornura(l988) and Takagi(2006). On the other hand， there are four 

variants f，υr deωanai(kμ~) ， which 3re jαnaz， yαnai， yan and jan in Fukuoka 

dialect of young generation. 1n this paper， 1 observed the tendency of 

the usage of the four varIants In free conversations. The result is as 

follows 

(a) Recognition: y，αtl， which is not used in the traditional Fukuoka 

dialect， is mainly used. Jαn， which is originally used in Tokyo 

clialect， is also used partly 

(b) Conjecture: lf the standard ]apanese quasi-nominal particle No 

precedes， the standard ]apanese variant jαnai is preferred. ln 

contrast， if the dialect quasi-nominal particle 1'0 precedes， the 

dialect variant yαηαi is preferred. And if there is no preceding 

quasi-nominal particle， either is used 

(c) Negation: The standard variant j刷出 isused mostly 

(d) Agreement-seeking: Either of jm凶 iand y，αnai is used 

In Fukuoka dialect of young generation， these variants are used for 

the four functions selectively while in standard ]apanese， only one form 

covers a11 these functions 

キーワード.柄1.1市:ι年層方百，デハナイ(カ)，方円接触
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